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教
育
研
究
全
国
大
会 

香
川
大
会 

 

八
月
八
日
（
土
）
、

九
日
（
日
）
、
香
川
県

の
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル

高
松
に
て
、
全
国
教
育

研
究
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
島
教
協
か
ら
は
、

出
雲
市
立
塩
冶
小
学
校

の
勝
部
富
士
子
教
諭

が
、
教
科
指
導
（
国
語

科
学
習
）
に
つ
い
て
提

案
発
表
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
後
活
発
な
研
究

協
議
が
行
わ
た
。
豊
か
な
言
語
活
動
と
は
そ
の
質
を
高
め

る
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
学
習
の
中
に
適
切

な
テ
ー
マ
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
よ
い
聞
き
手
の

育
成
も
大
切
で
あ
る
こ
と
、
漢
字
力
や
語
彙
力
な
ど
基
本

的
な
力
の
習
得
が
基
盤
と
な
る
こ
と
、
お
手
本
と
な
る
本

物
に
多
く
触
れ
る
活
動
を
意
図
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
な
ど
貴
重
な
意
見
と
具
体
的
な
実
践
例
が
た

く
さ
ん
出
さ
れ
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。 

  

大
会
二
日
目
に
は
、
全
体
会
と
記
念
講
演
が
行
わ
れ

た
。
開
会
行
事
に
は
山
内
俊
夫
文
部
科
学
副
大
臣
を
は
じ

め
た
く
さ
ん
の
国
会
議
員
や
関
係
機
関
の
方
々
が
臨
席
さ

れ
、
全
日
教
連
の
活
動
に
力
強
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。 

 

な
お
、
来
年

度
の
教
研
大
会

は
栃
木
県
で
行

わ
れ
る
予
定
で

あ
る
。 

記
念
講
演 

桑
田
真
澄
氏 

努
力
と
試
練 

 

八
月
九
日
（
日
）
の
記
念
講
演
は
、
桑
田
真

澄
氏
が
「
夢
へ
の
挑
戦
、
そ
し
て
実
現
へ
」
と

い
う
演
題
で
、
厳
し
い
野
球
の
世
界
で
、
何
を

考
え
、
ど
う
行
動
し
て
き
た
の
か
熱
く
語
ら
れ

た
。 

 

輝
か
し
い
成
績
を
残
さ
れ
、
常
に
栄
光
と
賞

賛
の
中
に
い
た
桑
田
選
手
だ
が
、
実
は
挫
折
の

連
続
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

小
学
校
入
学
当
初
か
ら
勉
強
に
つ
い
て
行
け

ず
、
上
級
生
か
ら
の
い
じ
め
で
少
年
野
球
を
や

め
、
清
原
選
手
な
ど
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
の
体
格

差
や
厳
し
い
練
習
に
Ｐ
Ｌ
か
ら
の
転
校
を
母
に

願
い
出
た
こ
と
な
ど
の
辛
い
体
験
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
乗
り
越
え
る
中
で
掴
ん
だ
「
努
力
」
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
た
。 

 

桑
田
選
手
の
努
力
は
二
種
類
、
表
の
努
力
と
裏
の
努
力
。
表
の
努
力
は
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
筋
ト
レ
。
こ
れ
で
野
球
が
う
ま
く
な
る
。
裏
の
努
力
は
い
く
ら
や
っ
て
も
野
球

は
う
ま
く
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
分
か
っ
て
い
た
が
、
中
学
時
代
に
努
力
の
良
さ
を

知
っ
た
桑
田
選
手
が
行
っ
た
裏
の
努
力
と
は
、
ト
イ
レ
掃
除
、
雑
草
取
り
、
挨
拶
、

返
事
、
靴
揃
え
。
こ
れ
を
一
日
五
分
、
で
き
る
だ
け
人
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
高

校
の
三
年
間
毎
日
続
け
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

プ
ロ
に
な
る
と
さ
ら
に
す
ご
い
選
手
達
が
相
手
と
な
り
、
挫
折
が
あ
っ
た
が
、
こ

こ
で
出
会
っ
た
の
が
「
試
練
」
と
い
う
言
葉
。
表
の
意
味
は
辛
い
苦
し
い
悲
し
い
だ

が
、
裏
の
意
味
は
「
鍛
錬
し
て
試
合
で
試
す
」
つ
ま
り
挑
戦
だ
と
捉
え
、
事
実
挑
戦

し
続
け
ら
れ
大
き
な
怪
我
も
乗
り
越
え
、
メ
ジ
ャ
ー
へ
の
夢
も
果
た
さ
れ
た
。 

 
現
在
は
自
分
の
チ
ー
ム
も
持
っ
て
子
ど
も
達
を
指
導
し
て
お
ら
れ
る
が
、
全
員
分

け
隔
て
な
く
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
与
え
、
た
と
え
下
手
で
も
、
ま
だ
コ
ツ
を
掴
ん
で
な

い
だ
け
で
、
こ
れ
か
ら
掴
む
ん
だ
か
ら
人
と
比
較
す
る
な
と
い
う
、
ど
の
子
も
大
切

に
す
る
指
導
は
教
職
員
で
あ
る
我
々
に
通
じ
る
話
だ
っ
た
。 

 

ま
た
、
本
物
に
触
れ
る
こ
と
も
大
切
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
使
っ
て
い
た
グ

ロ
ー
ブ
や
Ｐ
Ｌ
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
パ
イ
レ
ー
ツ
で
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
会
場
に
回

し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

  提案発表する勝部教諭 

新
規
加
入
！ 

 
 

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

  

内
部 

礼
子
さ
ん
（
乙
立
幼
） 

 
 

梶
谷 

恭
子
さ
ん
（
稗
原
幼
） 

  熱弁をふるう桑田真澄氏 



 

 

特集 教職調整額 

 毎日遅くまで学校に残って仕事をしている先生方は多いと思います。残業手当が付いたら

なあと思うこともあるかもしれません。 

 しかし、残業手当を付けようとすると、当然その残業が業務上必要なものかどうか誰かが

判断しなければなりませんし、誰がどれだけ残業したのかを適正に管理しなければなりませ

ん。 

 それに、教職員の勤務は時間で区切ることができるものではありません。勤務時間外に実

施した生徒指導や家庭訪問、地域の行事への参加、持ち帰り業務についても時間外手当てを

支給することが可能と言えるでしょうか。休日に学校に来て仕事をした場合、休日出勤とし

て休日給を支給できるでしょうか。 

 また、どこの企業でも時間外勤務手当には上限が設定されています。多くのサービス残業

が発生することは目に見えています。 

 さらに、教職調整額は期末・勤勉手当や退職金等にも反映するのに対し、時間外勤務手当

は月ごとに付くだけで、それらには反映しません。 

 現在、文科省の中教審では、「教職調整額制度の見直し」に

ついて議論されています。「教職調整額」とはどんなものなの

かまとめてみました。 

教職調整額とは 

 教員の勤務態様の特殊性を踏まえた処遇として支給されています。勤務態様の特殊性と

は、修学旅行や遠足などの学校外の教育活動や、教材研究や授業準備、児童・生徒の評価等

勤務時間外にも継続する職務があることを指します。そのため教員には、一般行政職と同じ

ような勤務時間の管理はなじまないとして、時間外勤務手当てを支給しない代わりに、教職

調整額を本給として一律４％支給されることとなったのです。本給とみなすため、期末・勤

勉手当、退職手当にも反映されます。 

話し合われていること 

 中央教育審議会では、教職調整額を廃止して、個人の実情に応じて、時間外勤務手当を導

入するべきではないかという議論がされています。 

問題点 

島教協の考え 

 教職調整額制度は、職務命令などなくても、自主的に子ども達のために仕事をする、その献

身に報いるための制度だと言えます。40年以上前にできた制度ですが、非常によくできた制度

です。 

 ところで、この４％という数字ですが、昭和41年に実施された教員勤務実態調査で、超過勤

務時間は８時間相当だということから、教職調整額が４％と決定しました。しかし、そのころ

と現在とでは勤務実態が大きく変わってきています。平成18年度に実施された教員勤務実態

調査では超過勤務時間が約34時間相当にもなり、これは教職調整額17％に相当します。 

 ですが、現実的には学校間及び校務分掌等により教員間で担う職務の軽重を考慮すると、教

員一律に支給される教職調整額は12％が妥当だと考えます。 

 ですから、島教協では、以上のことから、時間外勤務手当を導入するのではなく、教職調整

額を一律12％に増額するよう全日教連と連携して、要望していきます。 

 結論は今年度中に出る予定です。 
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